自動車乗入口　工事施行平面図
別図　１　平面図
１　乗り入れ口１カ所の場合
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２　乗り入れ口２カ所の場合
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[image: image2]
乗り入れ施設標準図
別図　２　
（１）フラットの場合
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乗り入れ施設標準図

（２）マウントアップの場合
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注）

原則

１　ａ≧1.Oｍ

２　ｂ区間の勾配は、８％～15％とする。

３　乗入れ部は、テーパーブロックを使用すること。

乗り入れ施設標準図
（３）ブロック巻き込みの場合
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構　造　図

別図３
（1）車道に接し、大型車の出入が予想される場合

Ｕ４－300×400とＵ4－400×500の例
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（2）車道に接し、普通乗用車程度の荷重を受ける場合

ＰＵ３型（ＪＩＳ　Ａ5345　２種）　ＰＣ４型（ＪＩＳ　Ａ5346　２種）
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（3）歩道に接し、歩行者、自転車のみの場合

ＰＵ型（ＪＩＳ　Ａ5345　１種）　　ＰＣ３型（ＪＩＳ　Ａ5346　１種）
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（注）

Ｈについては、（1）は標準400mm、（2）、（3）は300mmとする。ただし、縦断勾配、用排水兼用敷高等の関係からこれより深くなる場合は、500mmまでは「土木構造物標準設計」を基準とし、500mmをこえる場合は応力計算をしてタイプを決定すること。
(4)路面と水路敷との落差が大きい場合及びＰＵ側溝が使用不可の場合
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構　造　図

（5）歩道用側溝の補強標準図
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※　単位はｍｍ。

既設の壁厚が200ｍｍ以上である場合は補強の必要なし。

ただし、アゴの打ち替え必要の場合有り（蓋交換）。

側溝が二次製品の場合ハツリ工法は不可。

側壁にコンクリートの継ぎ足し等の補強をすること。

（６）地先境界ブロック
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構　造　図

（７）ガッタ－工
　　①マウントアップの場合
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（2）フラットの場合
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